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Abstract
Recently many illustrations are found in textbooks that used at University. However,
the educational meaning and effects are not clear. In order to find them, illustrations in
the textbooks were classified and three types were found such as illustrations, photo pic-
tures and charts. Several differences of effect on novice and expert learners and gender
difference were found. For instance, more illustrations are effective on novice learners










































































































































































































































Aグループ  絵１～10をN提示方法 
　　　　　　　　　 絵11～20をT提示方法 
















絵 1・20・ 4・ 5・ 6 （G1）、
絵 2・18・10・15 （G2）、












　   1   これは図である 
       2    これは表である 
       3    これはイラストである 
       4    これはキャラクターである 
       5    これは写真である 







    つけてください。 
  （5件法） 
       7    直線で構成されている    曲線で構成されている 
        8   くわしく描かれている   省略されている 
        9    写実的である              デフォルメされている 
      10    親しみやすい              よそよそしい 
      11    やる気になる              やる気が起きない 
      12    記憶に残る              記憶に残らない 
      13    注意をひきつける        平凡である 
      14    かわいい              ぶさいく 
      15    かっこいい              かっこ悪い 
      16    感情移入する               感情移入しない 
      17    生活に身近である        生活から遠い 
      18    癒される              緊張する 
      19    男性的である              女性的である 
      20    シンプルである           複雑である 





    けてください。 
  （大変そう思う～思わない） 
      22    この絵は文章を補っている 
      23    この絵により学習が促進される 
      24    この絵がないと文章が理解できない 
      25    この絵と文章を交互に見比べることで全体 
              を理解できる 
      26    この絵はいらない 
      27    この絵により内容を面白いと感じる 
      28    この絵により内容に興味を感じる 
      29    この絵があることで文章を身近に感じる 




   感じたことを自由に書いてください。 
      ●  この絵があることで                   である 
      ●  この絵があることで                   である 















絵11・16・14・12・13・ 9・ 1 （Ga）、
絵10・15・ 2・18・ 5・ 4・ 6 （Gb）、




































































































































































































































































































































































   休憩 
（５分） 
 































































　                 有り       無し 
    平均                 4.91       6.33 
    自由度                 22  
    P(T<=t) 両側 0.35  
 
表７　アンダーラインの差によるｔ検定 
　                 有り       無し 
    平均                 15.5       16.75 
    自由度                 22  































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　            D1      D2      D3       D4 　 
    専 門 男 子        6　     3　     2　      5　  16 
    専 門 女 子        3　     6　     2　    12      23 
    女 子 大 生      12       49      16        23     100 
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